特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　1月２７日　340号
木津川沿川活動団体交流会　55人の参加
この日は冬真っ盛りで寒さが気になりましたが好い天気でインドアではもったいない温かさでした。午前10時には河川レンジャー関係者が集まり前の日に準備した看板や資料を運び込み、手際よく会場設営が進みました。正午前には里山の会のメンバーも加わり、あっという間に完璧に仕上がりました。講演をお願いしている夏原先生も、意見発表の北村さんも12時半には到着いただきました。会場には明日「近畿の子どもの水辺交流会」で発表するパネルがそのまま張出され、雰囲気を盛り上げてくれました。福井さんの挨拶に引き続き、里山の会黒光理事長の挨拶があり、早速名古屋大学教授の夏原由博先生から「カスミサンショウウオの生態について」の講演が始まりました。約40分間パワーポイントを使ってカスミサンショウウオを移住させる場合には直接移住先に移すと同時に一方では飼育などをして一挙に絶滅させることのないような手立てが大切であるといって締めくくられました。今回は、木津川市で私たちが発見したカスミサンショウウオの保全のために生態を学ぼうということが一つの大きな目的でもありました。大変参考になるお話をいただきました。

引き続き、大阪湾で漁師をされている大阪湾魚業組合青年環境部長の北村さんから漁師が抱えている課題取り組みの紹介がありました。大阪湾が近畿の人々への魚の供給のために、水質の悪化や湾岸の人口壁で波打ち際の消滅による様々な課題と、青年漁師が集まって美化運動や砂浜復元など多様な生物の回復のための取組みが話されました。引き続き5月3日にカスミサンショウウオの発見以後の取組みが里山の会常務理事の山村から報告しました。この中で12月27日のURへの申し入れとそれへの回答について、問題点と里山の会の基本的なカスミサンショウウオ保全の報告があり、中間休憩のあと、参加者からの活動発表が活発に行われ、発表を通じて団体間の理解が進み、交流が深められました。感想ではこうした取り組みは貴重であり、自分達の活動について自信と確信が得られた。来年もこうした機会が引き続き開催されることを期待しているといった声が多く寄せられていました。
近畿子どもの水辺交流会　23日の日曜日10時から奈良県文化会館で和歌山県や兵庫奈良大阪京都、滋賀から500人の水辺で活動する子どもたちの参加がありました。里山の会から10名の子どもと11名の親が出席しました。里山の会からスタッフとして6名が応援しました。実はこのスタッフの皆さんは、前日の午後から水槽の水漏れやしみ込みを防ぐためのブルシートの張出し、そして水槽展示やポスターの張り出しなど前日と当日の二日間にわたるご協力をいただきました。有り難うございました。

午前10時から開会のセレモニーの後、参加団地ごとに活動発表が行われました。1会場6チームで6会場に分かれての活動紹介です。小学校単位や中学生や小学生の混じったチーム、仲良しの子どもたちのチーム、様々なチームから発表されました。里山の会木津川部会の子どもチームは「川の学校」に参加した経験で学んだことを元気にはつらつとした素晴らしい発表でした。昨年は5人でしたが、1年が経過して大きく成長している姿が生き生きと見られました。素晴らしい発表でした。

来年の会場は兵庫県で、県知事から歓迎メッセージが届けられました。コウノトリ羽ばたく兵庫にぜひお越し下さいとのことでした。発表を終えた子どもたちは来年も兵庫県に絶対行きたいとそれぞれ決意を発表していました。
25日には絵画サークルの集まりがあり4名で活動を始めました。それぞれが目的を持って描くことにして、批判はしないでお互いの感想を述べあって、切磋琢磨できる雰囲気を大切にした本当に自主的な活動をすることを確認しました。そして月例会は月に2回以上を計画すること、良い日は水曜日に開催すること、を申し合わせしました。絵を描いてみたいなあと思っておられる会員さんも進んで御参加いただきたいと世話役の大村さんが述べておられます。3月まで練習日は動きますが4月から練習日の固定化がされるとのことです。この際に初心者大歓迎ですので御参加下さい。参加費は1ヶ月500円で運営する計画です。

カスミサンショウウオの保全のための記者会見　8名参加

毎日　読売　産経　京都　ラクタイが取材出席
12月27日にURさんに出向き要望書を提出しました、その回答書が1月14日付けで届きました。この回答書では、私たちが要望したこと（調査計画、調査結果、調査結果に基づく今後の保全対策）に全く答えていないこと、また11月に話し合った京都府や京都大学がURに伝えるといってくれた里山の会の要望（科学的なデーターの提出）にも、全く応えていないものです。又口頭で強く説明した地元団体との協働していこうという希望にも全く応えていません。そして当日挨拶も終るか終わらない開口一番に、録音させていただくといってテープレコーダーの使用を宣言するなど、初めての参加者に恐怖を与えるような高圧的な態度にビックリする対応でした。
そして１月14日に届いた回答書では録音ができていなかったとか参加者名簿の提出を求めて来ました。そして末尾には、これまでに情報が曲解された形で流布されたことから、本会等の意図と内容を誤解される恐れもありますので、本文書の部分的抜粋の公開及び引用はなさらないようお願いいたします。などと記されていました。
26日14時30分から京田辺市役所の記者室で経過と回答文書を資料として示し、私たちの見解を公表しました。記者からは経過は理解した。しかし里山の会から再質問の提出も必要ではないか、里山の会はどのような協力が出来るのかといった声も聞かれました。約1時間の会見でしたが、大変有意義な記者会見でした。京田辺市広報課には会見設定でお世話になりました。

木津川マラソン　里山の会から62名の出席

いよいよ迫ってきました。里山の会受け持ちの各パート責任者の手元で準備か着々と進められています。25日現在でスタッフ登録者が62名となり昨年実績を10名も上回る状況になりました。今年は30人規模で応援に来てくれていた日生学園さんが来られないとのこと、5千食のうどんサービス係りを一手に引き受けてくれたいましたので、ピンチとなっています。応援をお願いします。4日5日は午前9時から準備を行います。天候に係わりなく開始します。草内の倉庫にお集まり下さい。
尚当日（6日）の終了後の後始末と7日の後始末にも大勢のご協力をお願いします。7日は午前中の作業として予定しています。ご協力いただけるときは連絡を事務局までお願いします。
河川レンジャーの特任再任依頼が届く

河川レンジャーの任期は二期4年、試行1年を入れて5年で満期とされています。今回任期満了となる方が２４名中12名との半数が退任となり、運営面はもちろん活動でも支障が予想されるので、特別再任制度（10人程度）が作られました。1期2年間の活動継続の依頼がありました。24人中最高齢ということで色々悩みましたが、引き受けることにいたしました。よろしくお願いいたします。（山村）。
京都府植物誌目録ノート　いよいよ最終修正と校正です
これまで約2ヶ月間事務局会議出席者とパソコン教室の皆さんには追込みに次ぐ追込みと大変お世話になって来ました。いよいよ印刷原稿の完成を迎えるところに到達することになります。27日には力を振り絞って最終校正作業を行います。ご協力よろしくお願いします。約330ページとなり予想をはるかに超える分厚い冊子です。内容では1割程度の記載植物が京都府下で1本または一箇所しか記録されていない状況です。即ち希少価値が高いといえるのではないでしょうか。あるいはまだまだ調査観察が必要だということでしょうか。この冊子発行から更に多くの課題が明確に読み取れます。

今年度は設立10周年記念の年です。　250人の会員になろうとご入会を呼びかけています。　　絶大なご協力をお願いします

やましろ里山の会 メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　電話0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/　　

　　


















